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解析法による位相図，振幅図が広く用いられている．一

方，近年DiPaolaらにより開発された因子解析は，

Dynamic　dataから機能成分を抽出する方法として局所

壁運動の評価にすぐれていると注目されている．

　今回われわれはWPW症候群，心室性頻拍症，永久型

ペースメーカー植込患者計13例の位相について分析し，

位相解析と因子解析の比較検討を行った．

　位相解析，因子解析ともに所見が認められたものは8

例，両者とも所見の認められなかったものは2例，位相

解析でのみ異常が示されたものは3例で，逆に因子解析

でのみ所見の見られた症例は得られなかった．しかも最

早期興奮部位が同定できたものは位相解析で13例中11

例であったのに対し，因子解析では3例のみであった．

したがって，不整脈疾患の診断における因子解析の役割

は位相解析に比べ未だ不完全と思われた．

5．133Xe洗い出し曲線の因子分析による検討
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　133Xe洗い出し検査に因子分析法を応用した結果，以

下のような利点があった．

　1）バックグラウンド放射能の処理が容易となった．

　2）不均等換気に起因する複数のコンパートメントを

画像として抽出し得た．

　3）従来のコンパートメント解析と比較した結果Fast

phaseにおけるT1／2は良く相関した．

　4）重なり合った情報の分離が可能となった．
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法とcount　based法が用いられており，両者を用いた．

Threshold法により抽出された心腔ファントムの輪郭は

ファントム形態，容積，周囲の放射能により大きく変化

する可能性があり，一概にthreshold　leve1を決定するこ

とは不可能と考えた．形状，容積の変化に伴い，同じ比

放射能の存在する中心ROIのcount　densityに差を生

じ，評価に大きく影響した．これは散乱線の影響が大き

く，心内腔容積の定量的評価には散乱線の除去が重要と

考える．

7．最近接軌道によるSPECT像の基礎的検肘
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　SPECT撮影時，ガンマカメラ軌道を円（径450　mm）

から最近接軌道（長径450，短径300mmの楕円）に代え

た際の解像力の向上率を，線線源（径1mm）の1ine

sPread　functionから求めた半値幅（FWHM）と，

Jaszczakファントムによるcold　defect検出能により比

較した．水平方向のFWHMは，円軌道；平均11．6，最

近接軌道；平均9．9mmと約15％の向上を認めた．垂直

方向のFWHMは円軌道；平均11．4，最近接軌道；平均

11．4mmと有意の改善を認めなかった．棒状cold　defect

最小検出能は，円；9．5，最近接；7．5mmであった．円軌

道では15．9mmの球状欠損は辺縁不明瞭だが最近接軌

道では明瞭であった．

6．SPECTを用いた心内腔容積測定に関する基礎的

　　検討
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　SPECT像を用いて心内腔容積を評価するために静的

および動的ファントムを用い，基礎的条件の検討を行っ

た．再構成したSPECT像の輪郭抽出にthreshold法を

用い，現在，心内腔容積測定法としておもにgeographical

8．高感度TSH測定法：TSH　RIABEAD　IIによる血

　　中TSH濃度測定法の基礎的ならびに臨床的検討
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　Monoclona1抗体を用いたビーズ固相法である高感度

TSH測定用キットであるTSH　RIABEAD　II（以下本

キット）について以下の検討を行った．

　基礎的検討：再現性，希釈試験，回収率，交叉反応性

はいずれも良好であった．第1反応時間，第2反応時間

はそれぞれ2時間で十分であった．最低検出濃度は0．05
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